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著者 ▽曽野　綾子
夫はある日、崩れるように倒れた。
私はその時から、覚悟を決めた。夫・
三浦朱門を自宅で介護した作家・曽
野綾子が夫婦の「最後の日々」を初
めて明かす。

満天のゴール 夫の後始末

ま
た
は
著
し
く
拒
絶
的
な
対
応
を

す
る
こ
と
。

◇
性
的
虐
待

　
高
齢
者
に
わ
い
せ
つ
な
行
為
を

す
る
こ
と
ま
た
は
高
齢
者
に
わ
い

せ
つ
な
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
。

◇
経
済
的
虐
待

　
養
護
者
ま
た
は
高
齢
者
の
親
族

が
高
齢
者
の
財
産
を
不
当
に
処
分

す
る
こ
と
。

高
齢
者
虐
待
の
要
因

　
高
齢
者
虐
待
の
大
き
な
要
因
の

一つ
と
し
て
、
介
護
者
が
抱
え
る
ス

ト
レ
ス
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高
齢

者
の
介
護
を
自
宅
で
行
う
こ
と
は
、

常
に
介
護
を
優
先
し
介
護
者
自
身

を
犠
牲
に
し
た
暮
ら
し
に
な
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
２
０
０
５

年
に
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た
調
査

で
は
、
介
護
者
の
４
人
に
１
人
が

介
護
う
つ
状
態
に
あ
る
と
い
う
驚

く
べ
き
実
態
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。地

域
の
つ
な
が
り
を

　
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
や
介

護
者
の
ス
ト
レ
ス
解
消
・
介
護
知

識
を
得
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

高
齢
者
の
人
権
問
題

　
近
年
、
平
均
寿
命
の
大
幅
な
伸

び
や
少
子
化
な
ど
に
よ
り
、
人
口

の
４
人
に
１
人
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
高
齢
者
に
対
す

る
就
職
差
別
、
介
護
施
設
な
ど
に

お
け
る
身
体
的
虐
待
、
心
理
的
虐

待
、
あ
る
い
は
高
齢
者
に
無
断
で

行
う
財
産
処
分
な
ど
と
い
っ
た
人

権
侵
害
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
と
は

　
高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
高

齢
者
虐
待
を
次
の
よ
う
な
行
為
と

し
て
い
ま
す
。

◇
身
体
的
虐
待

　
高
齢
者
の
身
体
に
外
傷
が
生
じ
、

ま
た
は
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
暴

力
を
加
え
る
こ
と
。

◇
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　
高
齢
者
を
衰
弱
さ
せ
る
よ
う
な

著
し
い
減
食
、
長
時
間
の
放
置
、

養
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐

待
行
為
の
放
置
な
ど
、
養
護
を
著

し
く
怠
る
こ
と
。

◇
心
理
的
虐
待

　
高
齢
者
に
対
す
る
著
し
い
暴
言

天才藤井聡太

著者 ▽藤岡　陽子
星空が美しい医療過疎地。人生のど
ん底のシングルマザー。人生に責め
られ続ける医師。人生をあきらめて
いる老女。３人の出会いが人生を変
えてゆく―。

著者 ▽中村　徹・松本　博文
「ここに歩を打たないと勝ちがない
から」天然パーマで乳歯が抜けてい
た小学１年生が、こう言い放った…。
師匠が、若手棋士たちが、王者らが
語る史上最強中学生棋士の素顔。

て
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
」や「
介
護

者
の
集
い
」と
い
っ
た
も
の
を
地

域
で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地

域
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
で
、

身
近
な
相
談
相
手
が
で
き
た
り
、

抱
え
て
い
る
不
安
や
悩
み
を
共
有

し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
介
護

が
必
要
な
高
齢
者
と
そ
の
家
族
の

心
身
の
ケ
ア
が
図
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
高
齢
者
の
介
護
を
一
人
で
背
負

う
こ
と
は
肉
体
的
に
も
精
神
的
に

も
厳
し
い
こ
と
で
す
。
高
齢
者
を

支
え
る
家
族
一
人
ひ
と
り
が
、「
自

分
は
関
係
な
い
」「
う
ち
は
大
丈

夫
」と
思
わ
ず
、
高
齢
者
虐
待
の

現
状
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
努

力
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　鬼石北小学校、鬼石小学校、鬼石中学校の３校か
らなる鬼石中校区は「自他を大切にし、自分の意見を
生き生きと表現できる子どもの育成」を目指す子ども
像に掲げ、小中一貫教育に取り組んでいます。
　学力向上・学びのつながりを目指し、小学４～６年
生を対象に中学校教員による出前授業の実施や小学
校同士の合同授業などを行っています。またお互い
に授業を公開し合い、教員同士が学校を超えて授業
力向上のための研修を重ねています。学校間の交流
では、運動会や文化祭での児童生徒の交流だけでな
く、10月19日を「心の教育（徳）の日」と定め、いじ
めのない、笑顔の絶えない学級・学校を目指し、道
徳教育に力を入れています。また中学校では、毎月
19日を「心の教育の日」とし、道徳の時間の公開など

～鬼石連携型小中一貫校～

↑小中合同合唱の様子。縦割り活動や係や児童会・生徒会活
動にも力を入れています。

もすすめています。学習面では、学習スタンダード
を基本とした授業に努め、「話し合い活動」によって
表現力を育むことに力を入れています。さらに、３校
共通した「生活のきまり」を定めたり、「家庭学習のス
タンダード」を小学校間でそろえたりして、児童生徒
が学びたくなる授業や学力向上の基盤づくりを行っ
ています。
　鬼石中校区では、『みんなで一緒に「鬼石っ子」を育
てます』を合言葉に、地域に愛着と誇りを持った
onishi 魂を育み、子どもの成長へとつなげます。今
後も児童生徒、教員、PTAの交流に努め、家庭や
地域との連携を図りながら、学校・家庭・地域が三
位一体となった教育を推進してまいります。

高齢者の人権
～高齢者への虐待・暴行を防ぐために～

問い合わせ　  生涯学習課（☎㉒6888）
    地域包括支援センター（☎402287）

特別号
問い合わせ　学校教育課（☎508212）
　　　　　　鬼石中学校（☎522750）

鬼石中校区

高齢者虐待の防止・早期発見のために…
　もし、ご近所で不安や悩みなどを抱
えた高齢者の異変にお気付きの時は、
地域包括支援センターにお知らせくだ
さい。
☎402287
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